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-30: A cold accretion flow onto one component of a multiple protostellar
system

-31: From Pebbles and Planetesimals to Planets and Dust: the Protoplanetary 
Disk--Debris Disk Connection

-32: Structure of IRAS 05168+3634 star-forming region

-33: Rebounding Cores to Build Star Cluster Multiple Populations

-34: Chemical environments of 6.7 GHz methanol maser sources

-35: Galactic Star Formation with NIKA2 (GASTON): Evidence of mass accretion 
onto dense clumps

-補⾜解説スライド: HCN/HNC⽐を⽤いたガス温度測定 (Hacar et al. 2020)



https://arxiv.org/abs/2111.04039v1

低質量原始星連星源 IRAS16293-2422 A&Bを、ALMA Band 3でr~100-6000 auの幅広い空間スケールにわたり観測。
連星源へ落ち込む冷たいガスの流れや、Outflowの構造などを解析。

Source A とBの構造を⽐較し、降着流の存在とAの⾼い光度やbinarityを関連づけて議論。

https://arxiv.org/abs/2111.04039v1


ダスト連続波観測 ⾚&緑⽮印：Source AからのOutflow

Source Aの⽅が明るい



West ridge: outflow cavity wallに対応
N-S ridge: ダスト連続波では⾒えない構造 & 分⼦輝線毎に空間分布にoffsetあり



HCN/HNC ⽐ (J=1-0)：
分⼦雲等でのガス温度の指標 (Hacar, A., et al. 2020)

降着流は低温 (TK<20 K)



https://arxiv.org/abs/2111.06406v1

原始惑星系円盤のリング構造とデブリ円盤の構造の関係を探るために、
ペブル&微惑星リングの進化を計算

円盤リングの初期質量や微惑星形成率などがパラメータ。依存性を調べた。
→観測される明るいデブリ円盤を再現するために必要な円盤リング初期質量などを議論

https://arxiv.org/abs/2111.06406v1


https://arxiv.org/abs/2111.02906v1

IRAS 05168+3634を含む星形成領域をHerschel等で観測し、
ダスト温度Tdや⽔素分⼦柱密度NH2などの物理量を算出。
Td とNH2はHerschelデータから以下の指揮を使って算出。

https://arxiv.org/abs/2111.02906v1




⽮印がIRAS 05168+3634

⻩⾊⼗字が星形成領域の位置



https://arxiv.org/abs/2110.14470v1

星団の進化&分布の多様性に対し、星になれなかったコア(ʻfailedʼ cores)の存在がどう影響するかを
考慮した研究。
Failed coreが拡散しガス密度に影響を与える事で、その後の星団内でのコア成⻑&星形成に
影響を与えるとのこと。

https://arxiv.org/abs/2110.14470v1


https://arxiv.org/abs/2111.02074v2

6.7 GHz メタノールメーザー：⼤質量星形成場所の良い指標

今回の研究: 68個の6.7GHz メタノールメーザー源に対し、分⼦輝線観測を実施 (MALT90 Survey)
分⼦組成分布や柱密度分布から、進化段階などを議論。
HNC/HCN⽐を⽤いた温度測定も。

https://arxiv.org/abs/2111.02074v2


上図：9個のメーザー源に対しpixel-by-pixel解析
下図：68個のメーザー源全てに対しての統計的解析



メタノールメーザー源(MM)
：温度がより⾼い
→進化がより進んでいる?



https://arxiv.org/abs/2111.01668v3

IRAM 30m のNIKA2 cameraを使っての銀河⾯⽅向の連続波 mapping
1467個のclumpを同定し、周辺環境との相関などを議論

https://arxiv.org/abs/2111.01668v3


以下、時間が余った時のための補⾜解説スライド

HCN/HNC⽐を⽤いたガス温度測定 (Hacar et al. 2020)





他の温度決定⽅法 (Tdust, TK (NH3), Tex (12CO)など) との⽐較



上図のTK: NH3から算出

左図のfitting式

概ねTK~15~40 Kで良いfitting式




